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３．公的医療保険を支える財源 

 

日本医師会は、「高齢者のための医療制度」の創設に伴い、一般医療保険（0～74

歳が加入する医療保険）に公費を投入せず、保険原則で運営することを提案する。図

2-2-2（65 頁）に示したように、一般医療保険について 2008 年度を例に試算すると、

公費の投入がなくなる代わりに、後期高齢者支援金の支出もなくなるので収支はほぼ

均衡する。しかし今後は一般医療保険の中でも高齢化が進むため、保険料収入が減少

し、給付費支出が増加すると予測される。またさらなる高齢化に伴い、高齢者のため

の公費の確保も重要になる。 

 

そこで、日本医師会は、①消費税などの新たな財源の検討、②特別会計などの支出

の見直しの継続、③公的医療保険の保険料の見直し、の３つを同時並行で進め、財源

を確保することを提案する（図 2-3-1）。 

 

図2-3-1　公的医療保険を支える財源
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